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学位論文等題目 〈論文〉 “フロウ”する身体としての都市 
 〈作品〉 ある都市の肖像 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 関 出 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 梅原 幸雄 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 齋藤 典彦 
































































































































    
 
俯瞰資料を手元に、家並の形象を根気よく積み重ねていくことで、息づく都市を立ち上げる。提出作品「あ
る都市の肖像」は、研究の集成とする大作(260.0×576.0㎝)となった。東京都中央区の街並みをグリッドと
して、反復するリズムと共に圧倒的な量を描き込むことで“フロウ”の生成を意図した力作と評価する。 
平成26年12月22日の「博士審査展・論文発表会」の終了後に、審査委員全員による試験（口述）を実施し
た。論文及び作品の主旨や研究の経緯に関連した試問の結果、申請者の理解力や知識が研究成果として十分
身についていることを確認し、その内容が学位取得に相応しい水準に達しているものと認め、合格と判定し
た。 
